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日 付 会 議 主 な 出 来 事

6 月 28 日 後に「平成 30 年 7 月豪雨」と命名される降雨が始まる

7 月 6 ～ 8 日 西日本各地に大雨特別警報が発表、各地で大災害発生

7 月 9 日 臨時会 みえ災害ボランティア支援センター設置、センター長に山本 康史 氏が着任

7 月 10 日 幹事会 事務局スペース設置、業務開始

7 月 11 日 幹事会

7 月 12 日 幹事会 「基本理念」「5 つの基本原則」「4 つのアクションプラン」を決定

7 月 13 日 幹事会

7 月 17 日 幹事会

7 月 18 日 幹事会

7 月 19 日 幹事会 ボラパックでの支援先を呉市に決定（地区は以後も検討）

7 月 20 日 幹事会 《みえ発！ボラパック》 広島行き（以下、「ボラパック」と表記）第 1 ～ 7 便実施 をプレスリリース

7 月 21 日 みえ災害ボランティア支援センター活動支援金 募集開始

7 月 23 日 幹事会 ボラパック受付開始

7 月 24 日 幹事会 西日本豪雨被災地支援連絡会（第 1 回）（32 名）

7 月 25 日 事務局スタッフボランティア募集開始

7 月 26 日 幹事会 ボラパックでの支援先を呉市天応地区に決定

7 月 30 日 幹事会

7 月 31 日 ボラパック（第 1 便）出発（15 名）

8 月 1 日 幹事会

8 月 3 日 ボラパック（第 1 便）帰着、ボラパック（第 2 便）出発（32 名）

8 月 6 日 ボラパック（第 2 便）帰着

8 月 7 日 ボラパック（第 3 便）出発（41 名）

8 月 9 日 幹事会 ボラパック第 8 ～ 10 便の実施を決定

8 月 10 日 ボラパック（第 3 便）帰着

8 月 16 日 幹事会

8 月 17 日 ボラパック（第 4 便）出発（39 名）

8 月 20 日 幹事会 ボラパック（第 4 便）帰着

8 月 21 日 ボラパック（第 5 便）出発（27 名）

8 月 23 日 ボラパック（第 5 便）帰着（台風のため１日短縮）

8 月 24 日 ボラパック（第 6 便）出発（40 名）

8 月 27 日 幹事会 ボラパック（第 6 便）帰着

8 月 28 日 ボラパック（第 7 便）出発（38 名）

8 月 29 日 三重県「災害時 NPO 活動支援事業継続支援活動補助金」の交付団体募集開始（～ 12/28）

8 月 31 日 ボラパック（第 7 便）帰着

9 月 3 日 幹事会 ボラパック（第 8 便）中止

9 月 6 日 幹事会 ボラパック第 11 便の実施を決定

9 月 7 日 ボラパック（第 9 便）中止

9 月 10 日 幹事会

9 月 11 日 ボラパック（第 10 便）出発（20 名）

9 月 13 日 幹事会 ボラパック第 12 便の実施を決定

9 月 14 日 ボラパック（第 10 便）帰着

9 月 20 日 幹事会

9 月 28 日 ボラパック（第 11 便）中止

10 月 5 日 西日本豪雨被災地支援連絡会（第 2 回）（11 名）

10 月 6 日 ボラパック（第 12 便）出発（21 名）

10 月 9 日 ボラパック（第 12 便）帰着

10 月 17 日 幹事会

11 月 3 日 大規模津波防災総合訓練会場で活動パネル展示（パネルは以後活用）

11 月 12 日 幹事会

11 月 19 日 事務局スペース縮小

12 月 11 日 幹事会

12 月 15 日 ふりかえり会 開催（38 名）

1 月 15 日 幹事会 1 月末での支援センター廃止を決定

1 月 31 日 みえ災害ボランティア支援センター 閉鎖

活動カレンダー
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ご支援・ご協力いただいた企業・団体等

○活動支援金について、一定額以上ご協力いただいた団体様（順不同）
株式会社三重アロー様、桑名ボランティア連絡協議会様、株式会社ぎゅーとら様、有限会社三和真珠様、日本労
働組合総連合会三重県連合会様、三重県労働者福祉協議会様、生活協同組合コープみえ様、三重県生活協同組合
連合会様、鳥羽ロータリークラブ様		

○その他、活動支援金をお寄せいただきました企業・団体・個人の皆様方、被災地で活動するボランティアの方々
のために飲料水を継続的にお寄せいただきました生活協同組合コープみえ様、スコップや土のう袋等の資機材を
お寄せいただきました県内自治体様、バス発着時にホテル玄関先を使わせていただきましたホテルグリーンパー
ク津様など、多くの方々のお力添えで活動を実施することができました。
ご支援・ご協力いただきました皆様方に厚く御礼申し上げます。	

○皆様からいただいた活動支援金の残金については、今後の災害支援活動に備えた予備費とさせていただきます。

収支報告
【収入の部】 （円）

予算科目 金 額 備 考

繰越金 25,979 

寄附金 3,591,949 活動支援金（12 月末まで）

助成金（日本財団） 3,000,000 9/26 入金

助成金（三重ボランティア基金） 500,000 9/25 入金

助成金（中央共同募金会） 500,000 11/9 入金

参加負担金 3,585,000 ボラパック参加者負担金（1 ～ 12 便）

予備費 2 預金利息

合 計  （A） 11,202,930 

【支出の部】 （円）

予算科目 金 額 備 考

ボランティアバス運行事業費
（ボラパック）

9,200,407 
バス代及び宿泊費（1 ～ 12 便）
※キャンセル料含む

ボランティアバス運行事業費 
（ビブス制作）

106,970 ビブス制作費

旅費交通費 77,800 12/15 ふりかえり会講師旅費 他

消耗品費 188,753 ボラパック用救急用品、事務用品 他

印刷製本費 60,480 支援金チラシ印刷、パネル用写真

手数料 8,208 振込手数料

使用料及び賃借料 14,820 会議室等使用料

通信運搬費 62,909 切手代、モバイル通信契約料

委託料 132,804 ボラパック問合せ対応等業務委託

合 計  （B） 9,853,151 

（円）

差引収支（A-B） 1,349,779 

平成 31 年 1 月 31 日現在
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幹事団体紹介

特定非営利活動法人みえ防災市民会議
防災ボランティアコーディネーター養成や地域での防
災啓発、災害に備えた県内外団体とのネットワークづ
くり等に取り組むＮＰＯ法人です。みえ災害ボラン
ティア支援センターでは幹事団体として事業の企画・
実施や被災地受入団体との連絡調整、情報収集・発信
の為のホームページ、ＳＮＳアカウントの運用などを
担っています。

特定非営利活動法人みえ NPO ネットワークセンター
特定非営利活動法人みえ NPO ネットワークセンター
は、「みえ県民交流センター」（アスト津 3 階）の指
定管理者として事業および施設の管理等を行っている
ことから、幹事団体の一員となっています。
今回はアスト在席団体として、土日、夜間の電話や来
客対応、ボラバス運行のための様々な準備を他の団体
と連携して行いました。

三重県ボランティア連絡協議会
三重県ボランティア連絡協議会は県内の市町ボラン
ティア団体が、相互に連絡調整を行い、ボランティア
活動の発展と社会福祉の増進を図ることを目的として
設立された団体です。遠隔地の市町ボランティア連絡
協議会との連携を深めるためにも、各地で開催する行
事等に力を入れ、顔の見える関係を続けることに努め
ています。

社会福祉法人三重県社会福祉協議会
今回のような大規模災害時、本会には被災地社協への
派遣（全社協の要請による）とボランティア対応（保
険手続き等）の両面が求められます。今回は、みえ
発！ボラパックの派遣先とブロック派遣先が同じ呉市
になったこともあり、リアルタイムに近い感覚で支援
側と受援側の情報のやりとりができました。

三重県防災対策部 防災企画・地域支援課
三重県防災企画・地域支援課は、地域防災力の向上に
取り組んでいます。今回のボラパックでは、記録係を
担当しました。記録係として第 1 便から第 12 便の記
録を残し、報告書の作成に携わりました。また、第６
便、第７便、第 10 便の担当として、ボラパックに参
加いただいた皆さまのサポートを行いました。

三重県子ども・福祉部 地域福祉課
三重県地域福祉課では、誰もが住み慣れた地域で安心
して暮らせるよう、地域の支え合い体制づくり等を進
めています。今回のボラパックでは、主に安全管理担
当として、各班が常備する救急用品の管理等を行いま
した。また、第６、７、10 便の担当として、参加者
のお見送り、お出迎えをいたしました。

三重県環境生活部 ダイバーシティ社会推進課
三重県ダイバーシティ社会推進課は、平常時は支援セ
ンターの事務局としての役割を担っています。このた
びの西日本豪雨災害に関する支援では、主に支援セン
ターの運営にかかる会計事務を担当したほか、電話や
窓口での対応、ボラバス運行のための様々な準備等を
他の幹事団体と共 に行いました。

＜日本赤十字社三重県支部＞
＜（公社）日本青年会議所東海地区三重ブロック協議会＞
も支援センター構成団体の一員です。


